
■報告第１号 専決処分の報告について（工事請負契約の一部を変更する契約の締結

について） 

【要旨】 

 平成２７年６月１０日に請負契約締結議案の議決を受けた「平成２７年度 ２６災 

第１０２－６９号 若井笠ノ川池災害復旧工事（土木工事）」に係る工事請負契約に

ついて、下記のとおり、工事請負契約の一部を変更する契約を締結するため、地方自

治法第１８０条第１項及び四万十町長専決処分事項第３項の規定に基づき、去る１月

１８日に専決処分しましたので、同法第１８０条第２項の規定により報告するもので

す。 

 

【工事請負契約の変更契約締結内容】 

工 事 名 
平成２７年度 ２６災 第１０２－６９号 

若井笠ノ川池災害復旧工事（土木工事） 

工 事 場 所 四万十町 若井 地内 

契 約 金 額 
８５，４６５，８００円 

（内消費税及び地方消費税 ６，３３０，８００円） 

変更契約金額 
８６，１５４，８４０円 

（内消費税及び地方消費税 ６，３８１，８４０円） 

増 減 額 
６８９，０４０円 

（内消費税及び地方消費税    ５１，０４０円） 

契約の相手方 

高知県高岡郡四万十町琴平町１５番１６号 

有限会社 三浦建設 

代表取締役 三浦 新平 

 

【変更内訳】 

変更内容 変更理由 変更金額 

仮設道路工 

起工測量及び地質調査による現地盤線及び岩

盤線の精査により、堤体工土工及び仮設道路工盛

土の数量を変更する。 

 堤体工の基礎地盤改良において、当初計画では

固化材の添加量を８０ｋｇ／ｍ３と想定し設計し

ていたが、施工に際しセメント安定処理配合試験

を実施した結果、所定の強度を得るためには、固

化材の添加量を一軸圧縮強度ｑｕ＝１００ｋＮ

／㎡に対して７０ｋｇ／ｍ３、一軸圧縮強度ｑｕ

＝２５０ｋＮ／㎡に対して１００ｋｇ／ｍ３必要

であるとの結果に従い、設計内容を変更する。 

689,040 円 

 



■資料（根拠法令） 

地方自治法第 180 条第 1項に基づく四万十町長専決処分事項（抜粋） 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 180 条第 1項の規定により、町長におい

て専決処分することのできる事項を次のとおり指定する。 

１～２ 省略 

３ 議会の議決を経て締結した契約で、契約金額の増額又は減額が当該契約金額の

10 分の１を超えず、かつ、500 万円以下である変更契約を締結すること。 

４～６ 省略 

 

 


